
北京自主独立教会とロンドン会(続)
一老合が北京の教会活動を離れた理由
及びその創作活動への影響-

高橋由利子

0. 本稿で取りとげること

0.1 本稿のテーマと前論文との関係

f中間文化j 前号の第67号 (2009， 6.之27り.)に「けj北七京自主独立教会と

口ン!ドごン会一1920年代に老老a合の関わつた北京の教会学校をめぐつて戸一一一一-一-一-

する論文を議番;いた。(l)

;本稿はその続編である。そのため、題沼は前稿のものに(続)を付け、輩建

てを連続させた。ただ、それぞ机の論点を明確'にするために、副題は別にした。

前稿及び本稿の共通テーマは、小学校長や視学官として初等教青の向上をめ

ざしてし1

スト

1 922年に視学官という要職を辞してまで関わったキリ

を続けるニとなく、なぜ1924年に北京を離れ、

したのかということであるの

0.2.議iIJ犠で検証したこと
干

、咽e

とそ

ぐ

あり、

ンドン会と

0.3.本橋で検設すること

老舎の属していた北京告主独立教会

当時の状況を検証し

の運営責任者で

、その教会を建てたロ

ったことカサコかった。

と歴史状況に焦点をあて、北京に存在していた二

つの教会学校一ロンドン会運営の教会学校と北京自主独立教会運営の教会学校

うに、

時の政治状況の中で、どのように交わり、両者の間にどのような梼孫

と、{表に作家となった老舎にどのような影響老与えた

(17J 

に詳しく述べた。また前述したよ

(間)から始まる。



四. ロンドン会教会学校移管の動きと宝広林

4.1.自主独立教会をめぐる当時の動き

前橋 c三)で述べたように、外国人宣教組織によって建てられた教会や教会
学校を現地i中国人教徒の運営に移管し、宣教活動や教育事業を中国人に任せて

いくという流れが、 1 922 年の上海会議以降の宣教I~m界の大きな方針として

あった。(三、 3.1)

しかしながら、現地の鰻々の宣教師連がその大方針にどのように従い、

していくかについては地域差、温度若があり、北京ロンドン会では、必ずしも

その大方針のすべてを受け入れていたわけではなかったο(三、 3.2)

では、ロンドン会の経営する北京の教会学校の責任者は、そのような状況の

なかで、自分たちの教会学校を中国人に移管することについて、どのように考

えていたのだろうか。以下それを見ていくことにする。

4.2.移管への楽観と個人的思惑:ウッド女史の手紙 1924.8.3 

ロンドン会経営の教会学校Girls'School (翠貞女学校)の校長であったウッド

女史は、その校長職以外に、 1924年9月からスタッキ一氏に代わり、ロンド

ン会北方管区の責任者となった。

彼女法管底責任者ーとして本部に送る報告書にj添えた手紙にGirls'Schoolにつ

いて述べ、その運営を、宝広林を中心とする l中

いることを詳しく書いているの部 彼女は以下のような理由を

いて法非常に穣極的である:

1 .中関政詩の教育制度の変更により、学校経常の費用負担が増える。

2. 1年;まど前に本部あて送られた“Pekin諒が我々のすべて

事が中盟側に移管されることをめざしているφ

3.特に学年の低い教育(初・中等教育)抵ど運営しやすい。

そして、現在の進捗状況を、「今年9月から新学制に変更される

Schoolの運営について宝広林氏と話し合いを重ね、両者の閣で Schoo!

の運営委員会の規約の草稿を作成中であるj、「運営委員会が来年度中に結成さ

れることを見込んでいるJと報告している。

さらに彼女は「これは、ロンドン会の学校の運営が、紅瓦市教会

立教会)に移管されることに向けての第一歩j と述べ、 f私の次の賜蝦の詩iIJに

契約が完了するとよい」とまで述べている。

これだけを見ると、彼女は純粋に学校の中国側への移管を願っているように
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見えるが、これには実は日1Jの思惑があった。彼女は同じ手紙の中で、

Yenching WOnlen'S (燕京女校)から宗教関係のスタッフとして招縛

されることが決まり、口ンドン会の何人かにも樹談し、それを受ける意向であ

ること、それが、自分が今まで、尽力してきた女子の初等・中等教育の向上にも

役立ち、口ンドン会の経済的な負担を減らすこととなると綾々述べている。

ここから見てとれることは、彼女の移管推進の背景には、小学校の運営とい

うi面倒な仕事を離れ、より高等な教育の場に後顧の憂いなく移ってゆきたいと

いう思惑があったということである。

彼女が2番目に挙げた下ekingPolicy"も、決して、ロンドン会現地支部は

中邸側への移行をそれほど楽観的にはとらえていなかったし、彼女が信頼し、

し合っている宝広林氏も、ロンドン会全体に完全に信頼されているわ

けではなかった。(三、 3.2.および3.3.)

そもそも、彼女はこの“Peking が議論された時期、一年間(1922.7.

19-192:3.8.8)イギリスに帰国しており、北京には不在であった。また北京に

掃って来てからも、すぐに (1923.9)北方管区の寅任者となったので、管区全

し、出張も多く、いかに校長の経験が長いといっても、実際に

し追った実態には触れる時間が取れなかったと考えられるつ

従って、このような披女の考えによって立てられた移管の計藍は、必ずしも

たものではなかったことが推識できる。

移管はli[翼識に進められたのだろう

か?

4.3. 移管への精霊と不安:ウッド女史の手紙 1925.7.30 

ウッド女史の移管に対する楽観的見通しは、 1925年5月初日に上海で起こ

った臼本人紡績工場でのストライキを発端とする反日・反英運動(いわゆる

よって微妙な変化があらわれた。この間の事情は7月30

しく報告されている。 (3)

この中で、ウッド女史は、進捗状況について、「学校運営の移管のための運

が1925年5月には構成され、呉震JII、陳授荘{心、棟援護(4)、宝広林

の4人の中慰問委員とドーソン氏、グリーヴ、ス:女史の2入のロンドン会委員に

よって具体的な運営規約の検討が行われていたJ こと、「ウッド女史;こは中国

として留まって廷しい」との申し入れに対L、Y@uching

へ移ることを伏せたまま、 F全ノ面的に協力してい

(19) 



くj と答えたと響かれている。

5・30事{牛の北京への影響については、「燕京大学をはじめとするほとんど

の教会学校がその事{牛を受けて霞ちに学生の活動の権利を認め、冷静に対処し

たことによって混乱と流出iを回避したj こと、しかし「将来の道は決して平た

んではなく、移管自体はJ慎重言によく考えながら進めるべきであるJ とし、 fllIf

ーの疑問は自分があと 2年開留まるべきかどうかであり、次過にr:j:J1謂1HlJ運営委

とこのことについて相談してから決めるJとしている。

また、その手紙の I~コで彼女が述べたもうひとつの不安は、「教会学校の 1*J!翼

政府への登録をめぐって、はたして教会学校での宗教教育の必修が登録以降も

られるかどうかJであった Q

彼女は「高校と大学では宗教教育は選択でよいが、小学校と中学校では必修

にすべきj と考え、「もし中国側の運営委員が今Girls'SchooJを登録すること

を強く主張するなら、自分が指導者として留まる余地はなく、中国人にまかせ、

自分は College(燕京女校)に移り、そこで

身を投じる」という決意も述べている。

しかし彼女はまた一方で、 fこの騒動が ω一段落すれば、宗教教斉と政府登録

が開時に許されるだろうj、そして彼女は「大学で、教育活動を続け、初等・中

等教育に関わる教員や指導者を養成することなどに専念できるJとも述べてい

るつ

4.4.学校の閉鎖と新学校建設:ウッド女史の:手紙 1925.9.2 

しかしながら、その後さらに悲観的な状況が起こるのウッ

丹後;二本部あてに送つ

会議で学校の関鎖が決まったことを報告している。

の2ヶ

で、

その中で、ウッド女史自身は「その決定に反対したj とし、「自分は、中間

人運営委員の協力を得てトラブル無く、学校を運営できると主張したが、幹部

の多数は、反英騒動の激化に、このまま学校を続けても、学生運動展開の場所

となるだけで、正常な教脊活動はできないと判断し、北京の Schoolと

Girls' Schoolを9丹新学期に再開しないことを決定したj と述べている。

また、彼女はその手紙に英字週刊新聞の切り抜き的を向封し、 fイギノリス系

教会学校に戻りたくない学生のために、新しい中等学校が10月にもノ開校され

る」というニュースを伝えている。その記事によると:

「潟支祥将軍の資金援助を得て1925年10丹に新しい学校ができ、中

(20) 



よるキリスト教教育を含めた 1)ベラルな教脊を始めるつそのために際和閣の近

くにお00教室と措舎を備えた建物を縫保し、数日中に募集を始めるつj

i時それは、貞女学1~(Girls' School)、 (Boys' School)を含むイギリ

大学教授、教会学校教育者ス系日校の教会学校の学生代表が潟支持将軍、

の支援を得た結果、実現したことであった。j

「彼らは他の教会学校、北京教会学校大学学生協議会の共感を得て、 1 5校

すべての教会学校の代表が『真理趨刊』基金関係者やキリスト教教育者重鎮に

を求め、最終的にイギリス系 5校の学生が『真理避刊』基金関係者の紹介

で張家1]ま に会いにゆき、潟支梓将軍は 10，000ドルの学校

開設資金援助を承諾した。j ということであった。出

この記事がどこまで事実であるかは不明であるが、記事には多数の関係者の

名前も惑かれており、その他のi国有名詞も含めて当時の状況を知る資料として

縄めて興味深い。また、!司じようなことが、次に述べるハート氏の手紙でも述

べられており、そのような学校が作られたことは、後のロンドン会の議事録で

も言及されているので、かなりの信懇性を持つと思われるつ

4.5.ロンドン会教会学校の閉鎖と宝広林:ハート氏の手紙 1925.9.4 

また、

きた5・30事件の影響は、中器全土に及んだ。

f何とか卒業のため

たj ことを報告した。

北京の学校を再開す

るかどうかについて議論したこと、その中で、 Schoolの搭舎に夏休み

ちが、その恩恵を利用して皮教会学校運

Schoolの閉鎖が決まったJ と書いている令

前自に、北京の教会学校の学生代表

ヤン"ジェネラルー潟支祥将軍のところに行き、教会学

対抗する学校を作るための資金を将軍;こ求めたj こと、

、 10 ， OOO~'

るる

と述べており、ニ



しかし、驚くべきは、「その教会学校の海続に反対する活動の司令部が宝rt林
指揮下の紅瓦市キリスト教会にあったことが判明したJと述べたことである。

ハート氏はさらに続け・て「宝広林がどんな関与をしているのか、また北京支部

がこのような新しい形の愛関心をどう克ているのか知らないが、自分にとって

は非常なショックであったj としている。

ここでハート氏は、安広林に対して、かなり厳しい評価を下しているが、こ

のことは宝広林の¥Hj]きと宣教部との関係を考えるよで、機めて興!味深い。

五教会学校登録法と紅瓦市教会の要求:ウッド女史の手紙 1925.11.26

5.1. 当時の教会学校をめぐる 2つの動き

(間) 4.3. でウッド女史がすでに言及したように、当時、宣教l~m が運営する

教会学校すべてに関わる登録問題が持ち上がっており、それはi中間政府の教会

学校登録法の公布により明らかになった。

その他{こ、もう一つロンドン会経営の教会学校一G11すぷ School(翠貞女学校)

とBoys'School (翠文学校)一(前述したようにき時は一時的に閉鎖されてい

た)に関わる大きな展開があった。

それは紅瓦市キリスト教会からの要求で、ロンドン会の教会学校の土地建物

を紅瓦市キリスト教会的設小学校が借用したい、というものであったっ

この教会学校をめぐる 2つの動きについてウッド女史は、本部にあてた同じ

手紙の中で詳しい報告を行っている。{閉まず先に登録法から見ていこう

5.2. 1925年11月間日の教会学校登録法

登録法と境、当時出された外国人経営の教育機関 る るつが

その英訳(2)をウッド女史が引用し、本部への手紙に入れた。これについての

さらに詳しい内容や歴史的背景とその説明は後にロンドン会本部からパンフレ

ツトとして発行されている。ω

この外層入学校に対する政府教育部の通達はウッド女史の手紙では以下の

6点にまとめられているので、それを引用して内容の説明に代えるつ

1.外国資本で作られた学校は、中頭政府教育部の規定に従っていれば教育

機関として正式に登録を申誘できる。

2.その場合、学校の名前の前に必ず「私立」と入れなければならない。

3.学長・校長は中国人でなければならない。

4.運営委員の過半数は中国人でなければならないふ
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5.京教宣伝を目的にしてはならない。

6. カリキュラムは教育部の規定にそっていなければならず、宗教科留を必

11多にしてはならない。

以上がその要点で、あるが、その最後の5と6について議論が巻き起った。

つまり、宗教賞伝や宗教科目を抜きにして教会学校の教育が成り立つのかとい

う疑問が宗教界から1:1:1されたのである。

その疑問点に対し、 5と6の趣詣は、宗教および宗教科目を強制してはなら

ないということだけであって、宗教を教えたり、宗教を科目として持つことは

自由であるという中間政府の説明加で決着を見、ロンドン会としては登録は

答学校の~司法ITに任せるとした。

ただ、この!l寺ロンドン会の教会学校は閉鎖中であり、それほど大きな問題

とはならなかった。

次にもうひとつの大きな動き一一寸I瓦市教会からのロンドン会への借用要求

を克ていこう令

5.3. itrI瓦市教会からのGirls'School (翠貞女学校)校舎借用語求:1925.10.27 

らロンドン会への借用請求については、北京支部の 1925年10

されており、ウッド女史はその議事録の抜粋を

し

まとめた概要である。

て;ましいといっ資本かなミうれた。J

のロンドン会 School(翠貞女学校)の校

iこ約設している小学校(銘賢小学)に信用させ

この小学校は現在生徒が200人を超え、手狭になるよに、将

来さらに幼稚簡と中学を作る予定もある、また小学校が教会から移ることによ

って教会内に他の活動に使える場所をふやすことができる等の理由によって出

されたもぬである。J

fしかし、、このことはロンドン会がGiIぜ School(翠貞女学校)を放棄するの

かという問題にもなり、また関{系してくるのはBoys'School (奉文学校)ノだけで

なく、ロンドン会全体の教育ポリシーにも関わってくるので、上に挙げた彼ら

にとっての必要性をチェックする必要があるJ"

た、この際、北京支部から SchoolC翠文学校) (鉱瓦子宮

れている中学校)との併合を考える案が出された。J

(23) 



「議論の結果、この瓦市教会からの要求を管区の教育委員会に送り、なる

べく早く教資委員会で検討するという子紙を紅瓦11ゴ教会に送ったれ

以上がウ、ソド女史の手紙の概要であるが、彼女は最後に個人的な見解として

'Boys' School (翠文学校)については、このGirls'Scbool (準点火学校)とは、切

り離して考えるべきであるj と付け方1]えている。

それではこのような虹瓦市教会から出された借用要求に対し、ロンドン

最終的に、どのように対応したのであろうか。以下それを見ていくこととする

5.4.1926年2丹の北方管区会議:紅瓦市教会の借用議求受け入れの決定

1926年2月121ヨから 19日に儲かれた管区会議で、{昔m請求に対する教育
委員会の報告が読み J:-:げられ、満場一致で可決された。(l6)その議事録がウッド

女吏から本部に送られた。以下はその議事録の概要である。

「現在、北京西区におけるキリスト教教脊活動は、臼ンドン会が運営する

Scbool (悲文学校)と Girls' School (翠貞女学校)があるが、それらは一

時閉鎖中である。j

「その地に、ともに紅瓦市教会が運営する小学校(銘賢小学)と

校)がある c その小学校(銘賢小学)は紅瓦市教会内約設であり、 6年fljlJで280

入の生徒をかかえ、肥大化して教会の他の汚動に使う施設の確保に支障をきた

すようになった。j

f中学校(平良、学校)はもともと関

校として始めたものを、

人の男子生徒をかかえ、校舎を借りる

たすようになったJo

する中

150人から 200

「そのほかに 2つの学校一一-1つは男子校、もう 1つは女子校一一ーが、やは

ち去年の秋から中国キリスト教界の後媛のもとに、外霞人宣教師iの学校に

りたくないが、キリスト教教育は受けたいという生徒を受け入れている。彼ら

は特に紅瓦市教会と拭直接の関係はないが、北京の中間入教徒の教脊を推進す

る活動である。j

f北京におけるキリスト教教育活動の特徴は、このように中隠人キリスト教

社会が教育に深くかかわっていることである。ロンドン会は、今までこれらの

活動が安広林氏一人に依序し過ぎており~そのような状態で、さらに

の基礎ができるまで進展できるかどうかについては懸念を持っていたリ

(24) 



「しかし、最近、宝j五林氏が東区教会(米市教会)の担当も兼ねるようにな

り、また、今、北京のすべての自主独立教会を統括する連合総合ができる十分

な兇通しが;立ったD もし、それが実現するなら、それは北京におけるキリスト

教教育を進展させるものである。」

「我々は中i語教会に権限を委譲していくというポリシーに基づき、ロンドン

るJ3oys'8choo1 (翠文学校)と Girls'8chool (翠貞女学校)の建物を、

教会が認定する管恕委員会に委譲すること、また、この措建に基づき、紅瓦市

教会にはGirlぷSchool(孝貞女学校)の建物と設備を彼らの要求通りその小学校

のために使うことを許可する。J

「以上の趣旨に鑑み、校舎及び施設・備品の使用料は、名s約なものとして
少額とする。ただし、双方とも学校年度の 1年前までの通告で、使用契約を破

棄できる。委譲が円滑に行われるまで、各学校に建物の維持補修費として年間

100ドルの補助金を支給する。建物の点検は中間側が行い、建物に掛ける保険

ロンドン会が負担する。」

以上のことから、ロンドン会は安広林の紅瓦布教会が独自に運営する教会

と、その地の中関人教会学校(宝広林が実質采配を振う)に対し、多大な

と補助を差し出すこととなったことがわかる。

〕れiま今までロンドン会とはさまざまな乳擦があった宝j玄林にとっては廼期

であるように思われるつ

また、

しかし、ニとはそれぽ

られたウッ

て検証する。

っていたロンドン会にとっては屈辱的敗北であるっ

これからは宝広林一人ではなく自主独立教会の連合総

￥たとニろにも、その屈折が克て取れる。

もので誌なかった。それは、この議事録

るものであったq 以下それについ

5.5.議事録に付けられたウッド女史の手紙:コメントと思惑

た1926年2月26日付本部あての手紙で、

て以下のように述べる:

れは次のような考えからでたものです。〆いずれ法中国側管理者誌、すべて

の譲物や施設の維持と補修が後らの索任となることが、どれほど経費のかかる

ことかについて、もづと

修のための嬬助金"

くなるで、しょうのだから ζそ、戸建物の維持補

ことが、我々の寛大な窓みそE示すと開時に、よち

(25J 



政治的な意味を持つのです。年間100ドルの構助金では永久に維持補修には

間に合わないでしょう。 Sc}iool(翠貞女学校)の1924年から 1925年の年

間経費は26，602ドルでした。おそらく Boy，s' School (京文学校)はもっと高い

と思われます。」

つまり彼女は、経費のかかる学校の建物を中i詩人に委譲し、維持補修費まで

与えることは、ロンドン会の寛大さをアッピールすると向11寺に、将来の自分た

ちの経費を節約できるという戦略的意味があると述べ、さらに、近い将来の]lj1

瓦市教会や中国人の学校運営の破綻を予測しているのである。

そしてその予測は、 1年数か月後、彼女が賜UI設によりイギリスに帰癒していた

(1926年7月5日から 1927年9月10日) 11寺に、見事に的lやしたの

5.6.1927年8丹の本部の宝広林にi認する秘密報告審と宝広林の失脚

ロンドン会本部の責任者Hawlzinsは1927年8月8!ヨ(.こ紅瓦市教会と小学校

(銘賢小学)、中学校(平民学校)を舞台にした政治事{牛の摘発により、知:瓦信

教会の職員一人が逮捕処刑され、宝広林・宝広林の秘書:・瓦市教会の

係.2つの学校の棄{壬者会計係が失綜した経緯について、北京に来て調査し、

その経緯をロンドン会の秘密報告書にまとめた。間 その全容については拙稿

「北京紅瓦市教会と法林j閣に詳しく書いたので、ここでは、

学校{こ関係する点を以下にまとめる。

:逮捕込刑された職員は宝広林のアシスタント在務め、

的{こ宝広林に代わり運営してい

となっており、前述の 2つ

zロンドン会が紅瓦市教会に校舎を貸したその 2つ

域行われておらず、 1 927年には市民教務の名のもとに、

れた。また、宝広林により、不審な人事が行われ、不明朗な支出があっ

また、そこでは、 3室に特別な鍵が作られ、秘密の政治集会に使われた。宝

広林や処刑された職員はその集会に参加していた。宝広林は事件発覚後、大

工にその部屋の扉を壊させ、中に入って大量の文書を取りだし、メ焼却した。

: 2つの学校の生徒数は減少し、多大な赤字が蓄積されていた。

;このような事件が教会や教会学校を舞台にして起きたのは、北京での宣

教師の空白状態と平すぎる権限の移譲に、その源問がある。

(26) 



5.7.老合が関与してきた教会学校と口ンドン会

jよtJ二、本稿で今までに検証したことをまとめると以下のようになる。
i従来ロンドン会がが.北京で

のの(仁海事{併件q牛ニの政治的余波により、閉鎖を余識なくされた。

:宝広林はロンドン会経営の教会学校を将来中器人の運営とするための協

議の当事者でありながら、一方ではj文教会学校の動きに関わっていた。

;さらに、ロンドン会の教会学校の閉鎖後、その施設の借用を申し入れ、

自らの紅瓦市キリスト教会附設の教会学校をそこに移すことを請求した。

:それに対し、ロンドン会は教務事業を中沼人に委譲するという美名のも

とに、その請求を受け入れ、コストのかかる学校の施設を引き渡したが、一

年余後におきた政治事件により安広林は失脚し、 flj工瓦市教会[ifすj震の学校、の経

営はその後口ンドン会主導で行われた。

ここで、もう一度前稿で検設した、老舎が関与してきた教会学校をめぐる

動きに立ち戻り、そこから全体の流れを述べてここまでの論考のまとめとする。

教会の運営者宝広林を助けて、その教会が口ン

となる時の設立規約を起草したり、教会附設

てきた。(1.2.)(2.1) 

時の中間におけるキリスト教会の中題化，自主独立イととい

う全体的流れに沿うものであった移

しかし、この全{本的大方針は、鶴男IJの各地域において、必ずしrも全面的に受

られたわ汁ではなかったの

とする北京証瓦市教会とロンドン会室教師とめ関係に

あてると、そこに抵当初からさまざまな矛盾を含んでいた。 (3.訪

問わった教会の教育活動や宝広林の教会活動も、ロンドン会室教師か

iまあるが伝道活動はないj と報告され(3.3.4.)、ロンドン会本

iき起こした。

自立化の鍵と規約に述べた (2.2~5) 英語学校は、結

はクラスをこれ以上増やさないということで清んだが、ロンドン会本部

るよう申し入れがあった。

たことのある教会的設の小学校は、ロyドン会所属の

されたが、すぐに経営破綻し、政治事件の舞台となったっ

臼シドン会の間の葛



藤があった。

六除結論

以上、前橋と本構の21現にわたって、ロンドン会と教会学校をめぐる関係を

検証した。ここで最初の疑問、老合はなぜ北京の教会学校の仕事を続けずにイ

ギリスに行ったかに立ち戻って考えると、それはj二に述べたような中関教会の

自立化という美名のもとに隠された、宣教I~m と中関側の葛藤という政治的背景

があったためであり、老舎はそのどちらの側に対しでも自分を投入することが

できなかったためではないかと推部できる。

老舎が教会活動や教会学校に従事していた時期は、'宣教13mとi中関根IJの虚々

実々の駆け引きが進行しており、者舎が中i認を離れイギリスに発ってからもそ

の葛藤は益々譲雑化し、激しさを増していっ

老舎は、 i字額教育界の離さに嫌気がさして要i識を辞職した後、

甘んじても、キリスト教会や教会学校の活動を通して自分が中間教育界では果

たせなかった理想、を実現しようとした。それにもかかわらず、そのキリスト教

活動の実擦の現場にも、自分がかつて身を霞いた中国教脊界で兇たものとi司じ

ものを!惑じとり、イギリスに行二くことにより、そこから離れたのであるの

老舎諒一度中国教育界に失望し、強折惑を持ってそこを去り、自

実現するために教会活動に入ったが、そこでも、その実現のため

すことができず、向様の推折感を!味わったと考えられる

ただし、老舎が味わったものは挫折感だけではなかった。当時のロンドン会

は見込みがあると判断した中臨入信徒に対しては、組織的な援助を行っていた窃

ロンドン会の議事録にはたびたび、あるセクションで余った

の学費や奨学金として転用するという決定が報告されており、

な資金で北京大学の授業を受けたことがある。(19)

中

もそのよう

また、老舎はロンドン会のコネクションを通じてイギリスでの中霞語教師と

いう織を得、渡英し、そこで小説を書き始めたことが作家となるきっかけとな

った。従って老舎は教会からは去ったが、そこから得た現実的利援も、少なく

はなかったと言うニとができる。

そしてさらに、老舎の教会活動の経験がその後作家となった老舎の創作活動

にまったく反映しなかったわけではない。老舎のう最初の小説である『老張的哲

学』では、中盟社会の醜い側面と中関教会の欺騎的側揺が綿部まで描かれてい

る。また、小説のプロットや描写にもキリスト教の信仰的機穏も反映されてお

(28) 



り、かつて筆者はそのことについて指摘したことがある。伽)

ただ、今 [I~I この論文を書いていくうちに気付いたことは、小説の内容につい

ての影響だけではなく、小説を作成する呉体的技術についても老舎はその教会

活動の1*で身に{寸けていったのではないかということである。
つまり、それは者合が北京での教会活動を通して、ちょうど引支がかつて教脊

として数々の教青に関する報告書を書いたのと同様に、教会での社

会奉仕活動では知識人として、その対象である中国人や11コ臨社会についての

数々

識人としての

、たりしていたと筆者は推脱している。そしてその中で、知

を高め、それが宝広林や教会内部でも認められたからこそ、

教会規約の起草という窓露を任されたのではないだろうかつ

そのような経験を通して、老舎は将来作家として中臨社会を描いていくため

の客綴的な分析方法と、それを描く具体的な執筆方法をも身につけていき、そ

れが後に作家となる老舎の一種の職業訓練となったのである。

イギリスに来てi布留語教員を務めるかたわら、小説を書き始め、イギ

リスにいる問の5年足らずの問に3つの長縮小説を書き上げ、それを中留の雑

されて作家として認められるが、彼はイギリスに来て突然小説

たので;まなく、その前に関わっていた教会活動の中で、捜折感を味わい

としての観察力と表現方法を身に付けていったと考えられる a

と、老舎の代表作とされる E騒詑祥子』誌北京の人

については、第稿(三}3.4.3の

中に、貧民救

も券加していたと筆者は捜部している。

時告書官祥子』には1920年代の北京の人力車夫の悲穆な生活が

されているが、

の同僚からある

r1936年の初めに、当時勤めていた山東大学

とを麗き創作意欲をかきたてられて資料を集め始

め

には、 1920年代の教会活動で中国下層の人々や人力車夫の実

関わり、その詳細を記録し志社会的分析を行つ〆た基礎があろったからこ

そ、そのようなきっかけや資料収集を生かして、小説を構成できたのである。

ることなく教会を離れた。

(29) 



しかし、その経験や活動を通して者合が得たものは、後に作家としての老舎

を誕生させ、その成功の穣となり、作家活動そ支える原動力となったのである。
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( 1 )前論文の事建ての概1I1~は以下のとおり:

其斗企ζ:}.老舎とキリスト教， 2.老舎とロンドン会， 3.者合が北京に渓らなか
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対する現地の問答， 3.北京スタップの不足と常広林に対する批判

(2) 1924.8.3. Wood to Hawlzins， (GVl1¥.1/LMS North China. hicoming 

COlTGspondence Box 24弓以下注3から注札および注12はすべてi司Box24)
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{号) 1925.9.4. Hart to Hawkins， letter 

(10) 1925. 11.26 Wood七oHawkins， Jetter 

(11)葬雲郷は『文化古城i話事JJ (199.5. 1や離帯局)p.91で、 l:j:，閣は践して教会学校

に対し放雷政策を取ってきたが、五四運動・五対運動のE:Eカを受け、やっと北洋政

府が1925年 11月に「外人掲資設立学校認可締法j を公布し、 1926年10月じ広東

国民政府も f私立学校規程Jを公布したとし、その概容を審いている。それに拠る

と、ウッド女史が述べた「登録法Jの概容は、この「認可締法j と「学校規稼Jを

合わせたものとなっている。また、「当時の北平:の教会学校(中・小学校)は教会

が経費を出していたが、また生徒の丹欝も高く、費族学校化しており、少人数教育

でレベルも高かった。J. (時p.92)としている。このような記述から白ンド

の翠貞女学校(Gi1'1s'8chool)と紅瓦市教会的設小学校の簡にはかなりの己犠持かめっ

たと考えられる。
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(12) 1925.11.19.Chinθω L似 derに掲載されたもの、()2)の手紙の i十iでは

"Statement HegmせingL.M.S. Peking・Er:lucationaJWork“と報告。
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(17) Mr Pao Kwang脅しinand the Peking Federation 01' Chinese Churches ， 

Conf'idel1tial Report of Mr. F'. 1・1.Hawkins on various matters arising in 

connection ¥'Vith his visit to Cbina. August 1927-March 1928. (CWM/LMS 

China Committee Minutes 1928.5.31/6. L)報告は北京i晩報(1927.8.24/27)を引用し、

北京の莱教会を内偵していた警警察が、 J湾五祥の命を受けた騒乱の企てを摘発し、武

器を押収、同人を逮捕したとしている α

(18)お茶の水女子大学中関文学会報20号(2001)

(19) 札口nute汚 of N. China D.C.February，1924‘ appendix l，Repのrtof Execu七ive

committee， Feb. (CWM/LMS North China， Incoming Con噌espoηdεnceBox25人
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後記:当時北京の議路拐j奇(現夜の問題北頭条)にあったロンドン会経営のOirls'
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校j と彫られた校名を見ることができたの
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